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①教育、文化、古代遺跡の維持 ②健康医療 ③環境 ④産業の促進 ⑤オーランド諸島
内の交通 ⑥地方自治 ⑦治安維持 ⑧郵便 ⑨ラジオとテレビ放送
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Ⅱ　行政資源グループの調査・研究活動とその成果
以下に関する事項はフィンランドの法律が適用される。



























しかし、ヘルシンキ・ストックホルムの両便とも座席数は ATR72 （ 70 席程度）、 Saab340 （ 35
席程度）と小規模であり、平日各 2便程度の交通量ではメインの交通機関とはいえない。
メインの交通は海上交通であり、オーランド諸島はフィンランドとスウェーデンを結ぶ海運航路
の中継地として重要な位置にあるといえる。マリエハムン－ヘルシンキ線は、 Tallink Silja Line
週 7便（約 10時間で運航）、 Viking Line週 7便、（ 10時間 20分で運航）運行している。
マリエハムン－ストックホルム線は、 Tallink Silja Lineは最多で 1日 3便（約 5時間 30分で
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